
 
 

 

 皮膚科領域における
ゾエティスの最新技術による
診断と治療

 
 

皮膚科受診を円滑に進めるための3つのポイント

皮膚アレルギーと耳感染は、犬が動物病院を受診する理由の上位を
占めています1。ゾエティスは、正確な診断法から効果的な治療法
まで、さまざまな皮膚疾患用のソリューションを提供することで、
来院頻度の高い患者の満足度と健康の向上を目指します。

ベースライン
評価を行う

 

患者の病歴を確認し、
身体検査を行いましょう。

 

 診断検査を
実施する

ベトスキャン イマジストを
使用して、酵母、炎症細胞、

細菌を検出し、
球菌と桿菌を識別しましょう。

管理・治療計画を
立てる

犬のアレルギー性そう痒を
迅速かつ効果的に

緩和することができる、
アポキル（オクラシチニブ錠）や
サイトポイントなどの信頼できる
治療薬を選択しましょう。



迅速かつ正確な診断技術により、
患者と向き合う時間をより多く確保できます2

 

高度な人工知能（AI）を備えたベトスキャン イマジストは、
皮膚検体を専門医レベルの正確さで分析し、診断と治療を助けます2。

 
 

複数のアプリケーションを一つのプラットフォームに統合した革新的なテクノロジーであるベトスキャン イマジストで、
診断の幅を広げましょう。詳細はvetscanimagyst.comをご覧ください。

 

高性能AI
ベトスキャン イマジストは、感染の有無を正確に判定し、球菌と桿菌を区別します2。

専門医レベルの正確性  

ある研究で、イマジストのAIが、熟練した臨床病理医と同等の診断能力を持つことが示されました2。  

患者と向き合う時間が増える
従来の方法で検体を調製した後は、イマジストがスライドを分析してくれるので、より多くの時間を
患者に充てることができます。

 

専門医へのアクセス
ゾエティスのVirtual Laboratoryを通じて、病理医によるレビュー*や専門医との無料相談†を
依頼することができます。

 

.

AIによる皮膚疾患の診断   

サイトポイントは、アレルギー性皮膚炎およびアトピー性皮膚炎の犬の治療に有効であることが示されています。
サイトポイントの適応症

12ヵ月齢以上の犬におけるアレルギー性皮膚炎に伴うそう痒のコントロールおよびアトピー性皮膚炎のコントロール。
アポキルの適応症

 

 

 ＊ 必要に応じて、ゾエティスの臨床病理医ネットワークにデジタルスライド画像を提出することもできます。追加費用がかかる場合があります。
† ベトスキャン HUBに加え、少なくとも1つのゾエティス診断機器の装置またはサービス（ベトスキャン イマジストなど）を使用する必要があります。 

アポキルに関する重要な安全性情報
12ヵ月齢未満の犬または重篤な感染症の犬には使用しないでください。重篤な感染症に罹患する可能性を高めたり、既存の
寄生虫性皮膚疾患やがんを悪化させたりする可能性があります。これらの疾患の再発歴がある犬では、治療に伴うリスクとベ
ネフィットを考慮してください。臨床試験および承認後調査で、腫瘍性疾患（良性および悪性）の新規発症が認められています。
皮膚疾患の治療に一般的に使用される薬剤（コルチコステロイド、シクロスポリンなど）を投与されている犬に本剤を投与し
た試験は実施されていません。繁殖中、妊娠中、または授乳中の犬には使用しないでください。主な副作用は嘔吐と下痢です。
本剤は、寄生虫駆除薬、抗生物質、ワクチンなど、多くの一般的な薬剤との併用において安全性が確認されています。

詳細については、添付文書（完全版）を参照してください。
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